
入学ご希望者は下記へご記入の上、当学院事務局へ
ご提出して下さい。

どちらか
お選び下さい。

入学申込書　SLUコース

〒100－0005　東京都千代田区丸の内3－4－１
新国際ビル3Ｆ 一般社団法人 生命保険協会内331

生命保険アンダーライティング学院 事務局 宛
TEL：03－3287－1912　FAX：03－3287－1913

E-mail： alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp
URL: http://alu.sub.jp
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ご紹介者名
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修学期間

応募手順

受 講 料

2022年9月入学～2023年8月卒業　
毎週土曜日（10：00～16：00）ホームルーム有り

入学資格
①生命保険募集人の経験を3年以上有する者。
②生命保険大学課程試験に合格した者。
③生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会の推薦

する者。

当学院へメール、FAX、または各社教育部経由で提出
下さい。「入学申込書」はHPをご参照下さい。
面接のご案内をします。Wｅｂでの面接も土曜日に実
施を予定しています。

オンライン課程を選択の場合、機材一式と通信費
は受講者の負担となります。

通 学 課 程： 前期 120,000円
 後期 120,000円
オンライン課程： 前期 100,000円
 後期 100,000円

そ の 他

問い合わせ先

TEL：03－3287－1912（13：００～16：００）
FAX：03－3287－1913　　
E-mail：alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp

生命保険アンダーライティング学院

URL: http://alu.sub.jp

The Academy of Life Underwriting

入学案内

SLU（生命保険修士）コース

通学課程・オンライン課程

（ハイブリット方式採用）

2022年 第48期生

協 賛
一般社団法人生命保険協会、公益社団法人生命保険
ファイナンシャルアドバイザー協会（JAIFA）、TLC

（生保協会認定FP）会、一般社団法人MDRT日本会、
生命保険修士会

アクセスガイド

　  生命保険アンダーライティング学院
〒100－0005
東京都千代田区丸ノ内3－4－1  新国際ビル3階
一般社団法人 生命保険協会内331号室
ＴＥＬ 03－3287－1912
ＦＡＸ 03－3287－1913
URL: http://alu.sub.jp
E-mail: alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp

入学手続き、授業の体験聴講希望
学院の説明等のお問い合わせは

メールまたはお電話で

東京国際フォーラム

新国際ビル

新日石ビル

ビックカメラ
よみうりホール
　　　　（7F）

新有楽町ビル

ニッポン
放送 帝国劇場 国際ビル

東京會舘

富士ビル

新東京ビル

有楽町駅

●JR線をご利用の場合は、
　有楽町駅・国際フォーラム口より徒歩2分
●東京メトロ有楽町線をご利用の場合は、
　駅出口 D3より徒歩2分

国際フォーラム口から見た新国際ビル

新国際ビル

入学式：2022年9月上旬を予定
卒業式：2023年8月上旬を予定

入学までのながれ
入学には学院長による面接があります。

生命保険アンダーライティング学院

学院創設の概要 生涯学究の徒
　昭和49年４月東京外務員協会（現　公益社団
法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協
会東京協会）の有志が、日本橋にあった全外協
の４階事務所の会議室を教室として受講生28名
で開校したことが始まりです。学院設立当時の
生命保険の販売状況を憂い、健全な発展のため
には、販売の要である営業職員の全人格形成の
為の学校が必要であると痛感した東京協会有志
の思いから生まれたのです。初代学院長には東
京外務員協会の有志の断っての懇請により末高
信博士をお迎えしています。
　アンダーライティング学院初代学院長の末高先
生は、ペンシルベニア大学の主任教授だった
ソロモンSヒュブナー博士から教えを受けその
付託の下、日本に生命保険アンダーライティング
学院を創設されたのです。

＊ソロモンＳヒュブナー博士は「アメリカンカレッ
ジオブ　アンダーライター」を設立し、それに
よって生命保険販売員の地位をプロフェッサー
（専門職）にまで引き上げ医師、弁護士、公認会
計士と同列の職業として築いた教授です。

　保険教育の父とも言われ、「人間生命価値」の
概念を考案され、それが保険の価値と必要性を
計算する標準となりました。

　根本的な哲理として「保険は即ち教育なり」
「売ることは教えることである」と名言されてい
ます。

生命保険修士会は、生命保険アンダーライティ
ング学院を卒業し、生命保険修士の称号を与え
られた卒業生たちの組織です。
１．専門知識に加え、心豊かな人間形成を目指
して、様々なかたちで研修会を定期的に
行っています。

２．各社や代理店の垣根を越えた交流をもっ
て、会員相互の親睦を図っています。

３．修士会活動を通じて、生命保険の普及とお客
様の安寧を求めて日々研鑽に励んでいます。

４．生涯学究の徒を体現すべく、業界勇退後も
活動に参加できる唯一の団体です。

年間行事
・総会
・互礼会
・一泊研修
・公開講座（一般参加可）
・一般研修（各種専門分野、教養分野）
・研修旅行

生命保険修士会



生命保険アンダーライティング学院は学院長からのお誘い
―生命保険営業の最前線でご活躍中の皆さんへ―

　皆さん、毎日の生命保険営業のお仕事、本当に
ご苦労さまです。人は日々様々な予測しえない危険

（リスク）に囲まれて生活していますが、特に生死に
関しては、誰もが避けて通れない厳しい現実の下で
生きています。
　このような現実に対処して、多くの日本人は何らか
の保険に加入してはいるのですが、しかしこの保険の
仕組みや内容についての理解度は、相当に心許ない
状態です。ここに皆さん、すなわち生命保険募集人
の方々に、重要な使命（ミッション）が求められてく
るのです。皆さんは、保険契約の締結から保険金の
支払いにいたるまで、あらゆる局面において、お客様

（契約者）と保険会社との橋渡し役として、極めて
重要な役割を担っています。そしてこの重要性に着目
して存在するのが、当・生命保険アンダーライティン
グ学院なのです。
　当・学院は、元早稲田大学名誉教授、故・末高 
信先生を建学の祖とあおぎ、昭和 49（1974）年４月
に誕生しました。その建学の理念は「高い学識を

備えた誇り高い生命保険募集人」の育成にあります。
生命保険募集人の役割としては、お客様が本当に
必要としている保険商品を選別し、その内容を的確
に説明して、加入の決意を固めさせ、事故発生後は
適正な保険金の支払いを確保することにあります。
しかし、これだけではありません。さらに、リスク発
生のショックに当惑・絶望するお客様に対し、保険金
の支払いを超えて、精神的な支えとなって、全人格的
に対応・お世話するという使命までもが求められてい
ます。この使命を全うするためには、皆さん各自にお
いて高邁な人格・人間性がつちかわれていなければな
りません。まさに、そのために存在するのが当・学院
なのです。
　当・学院では、生命保険論、生命保険契約法、
損害保険論、社会保障論、リスクマネジメント、保険
数理、哲学、文学、経済学、心理学、会計学などの
科目が設置されており、すぐれた教授陣による的確・
明解な講義が、皆さんの知的好奇心を大いに刺激し
ています。
　先輩の皆さん方は、よく頑張り充実した１年間を
すごしたうえで、より高い精神的次元にたって新たな
営業活動に邁進しています。わが国における生命
保険事業の一層の発展のために、先輩・後輩の絆を
深めつつ、各自の深い学識に裏打ちされた強い使命
感・人生感を確立するためにも、ぜひ当・学院への
ご入学をお勧めする次第です。

　生命保険営業最高の専門職としての見識と豊か
な品性を身につけるための教育を目的にしています。

　専門、専門とただ一筋に専門を追いかけておりま
すと、社会人として、また一個の人間としては片寄っ
た人柄になる恐れがあるわけであります。そこでわが
学院においては全人教育に力を注いでおります。
　「経験豊かな著名講師陣」の中に教養科目として
示された諸学科であります。

―「信のこころ」10期生入学式辞より―

末高　信
初代学院長
元早稲田大学名誉教授

（1894年９月４日～
　　　　1989年４月４日）

創設者

SLUとは
本学の卒業生は、生命保険修士の略称である、シニア 
ライフ アンダーライターを授与されます。
英文名Senior Life Underwriterのことです。

第２代学院長

故 山内 正憲
元生命保険協会
副会長
元大樹生命副社長

第３代学院長

故 高島 隆平
元生命保険協会会長
元朝日生命社長

第４代学院長

西原 春夫
元早稲田大学総長

第5代学院長

故 正田 文男
元日本生命副社長

経験豊かな著名講師陣

講座は毎週土曜日90分授業（途中休憩）を３コマ、各科目のコマ数は６コマ+ゼミ１コマの時間割です。
一時限目10：00～11：30　二時限目12：30～14：00　三時限目14：15～15：45　ホームルーム15分程度

専
門
科
目

教
養
科
目

第６代学院長
石山 卓磨

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

博士（商学）
早稲田大学商学部教授

中出　哲 先生

損害保険は、日常生活から企
業活動まで様々なリスクに対処する制度で、多
くの種類があります。講義では、損害保険の仕
組み、歴史、市場、契約理論、主要な保険等を
説明して、損害保険の広くて深い世界を知っ
ていただきたいと思います。

損害保険論

リスクマネジメント論
博士（商学）
明治大学名誉教授 

森宮　康 先生

組織（企業）の活動は様々な
リスクにさらされており、リスクについての判断
や対応を誤れば組織の存続が危うくなること
があります。組織におけるリスク対応の意味を
経営上の不祥事とされた事例をとおして考察
します。

生命保険論
東京経済大学教授

米山 高生 先生

皆様が生命保険募集で得た
貴重な経験を相対化し、「一皮むける」ような、
経験をしてもらいたいと思っています。内容
は、保険理論の基礎からはじまり、生命保険の
特徴、歴史、規制などに焦点を絞り講義しま
す。予習・復習、グループワークなどを導入し、
頭の筋肉ストレッチが必要な講義となります。

社会保障論
博士（商学）
流通経済大学教授

百瀬　優 先生

社会保障と民間保険は重なり
合う部分があります。それゆえに、社会保障の知
識は、生命保険の営業をするうえでも必要不可
欠と考えられます。講義では、社会保障の全体
像を説明した後に、公的年金、医療保険、子育て
支援の現状と課題、改革の方向性を論じます。

経 済 学
経営経済学博士
早稲田大学教授

藁谷 友紀 先生

経済事象をどう捉えたらよいか、経
済学の歴史に大きな足跡を残した経済学者をとり
あげ、彼らが問題をどう把握しどのように立ち向
かったかを検討しその現代的意味について考える。

生命保険は、誰かが亡くなることに
よって他の誰かが「困難な生を生きる」ことにならないよ
うに備える、「他者への配慮」と考えることができます。こ
の講義ではそのような、自分ではなく他者が生きる困難
な生への対応の仕方に特に注意を払いながら、現代社
会で苦しみがどのように生きられ、苦しみに対してどの
ような配慮がなされているのか、また、どのような配慮が
なされるべきだと論じられているのかを、見ていきます。

保険数理
明治大学 総合数理部教授

松山 直樹 先生

伝統的な保険料や解約返戻
金の計算の基礎を学ぶとともに、それらが環
境変化の中でどのようなチャレンジを受け、ど
のように保険商品の変化に関わってきたかを
見て、将来を展望します。

文芸評論家

尾形 明子 先生

女性作家たち―その生と文学―
なぜ男女平等を言いながら女性作

家をとりあげるのか、疑問の声が聞こえそうです。
今や作家の半分は女性だし、芥川賞の女性比率は
40パーセントを超えています。
文学はあくまで個人の作家のものです。「LGBT」を
含めて、文学は個々の作家の表現と、とらえるべきな
のかもしれません。でも女性作家は面白いのです。特
に女性である私たちにとっては。なにがどう面白いの
か、7回の講義を通して、分かち合いたいと思います。

文 学
博士（人間科学）
白百合女子大学名誉教授

田島 信元 先生

21世紀は企業・地域・家庭の
分野で、人々が生涯現役社会を実現すること
になることを、生涯発達心理学の観点から解
説いたします。

発達心理学

中央学院大学元教授 

八木  孝彦 先生

1回　「バレットジャーナル」に挑戦
2回　心理学から人間をみると？
３回　職場の「人間関係」を調べる
４回　「リーダーシップ」の基本
５回　「聞く技術」がポイント
６回　ビジネスパーソンの「勉強法」
7回　マインドマップで「これからの自分」を描

きます

心 理 学倫理・哲学
文学博士
国際ファッション専門職大学准教授

寺戸  淳子 先生

早稲田大学商学学術院教授

長谷川 惠一 先生

会計とその基本である簿記
についてできるだけわかりやすく説明します。

《講義の計画》
１. 会計情報の記録のしかた
２. 会計情報の作成のしかた
３. 会計情報の利用のしかた

会 計 学

特
別
講
座

【学院長ソリューションゼミナール】
【保険医学　90分×4回】 
　危険選択
【営業倫理とコンプライアンス】

【ＦＰ講座　90分×4回】 
　生保税制等のタックスプランニング
【生命保険文化センター寄附講座】 
　統計・調査からみた生命保険
【生命保険修士会研修プログラム】 
　卒業生の会の生涯学習プログラム

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

石山 卓磨 先生

まず、法・保険契約・保険約款
に関する法的基礎理論を学びます。そして告
知義務についての理論と判例について学びま
す。加えて最近の注目される判例や紛争問題
を学び、保険仲介者としてのゆるぎない自信を
養ってもらいます。

保険契約法

•••
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感・人生感を確立するためにも、ぜひ当・学院への
ご入学をお勧めする次第です。

　生命保険営業最高の専門職としての見識と豊か
な品性を身につけるための教育を目的にしています。

　専門、専門とただ一筋に専門を追いかけておりま
すと、社会人として、また一個の人間としては片寄っ
た人柄になる恐れがあるわけであります。そこでわが
学院においては全人教育に力を注いでおります。
　「経験豊かな著名講師陣」の中に教養科目として
示された諸学科であります。

―「信のこころ」10期生入学式辞より―

末高　信
初代学院長
元早稲田大学名誉教授

（1894年９月４日～
　　　　1989年４月４日）

創設者

SLUとは
本学の卒業生は、生命保険修士の略称である、シニア 
ライフ アンダーライターを授与されます。
英文名Senior Life Underwriterのことです。

第２代学院長

故 山内 正憲
元生命保険協会
副会長
元大樹生命副社長

第３代学院長

故 高島 隆平
元生命保険協会会長
元朝日生命社長

第４代学院長

西原 春夫
元早稲田大学総長

第5代学院長

故 正田 文男
元日本生命副社長

経験豊かな著名講師陣

講座は毎週土曜日90分授業（途中休憩）を３コマ、各科目のコマ数は６コマ+ゼミ１コマの時間割です。
一時限目10：00～11：30　二時限目12：30～14：00　三時限目14：15～15：45　ホームルーム15分程度

専
門
科
目

教
養
科
目

第６代学院長
石山 卓磨

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

博士（商学）
早稲田大学商学部教授

中出　哲 先生

損害保険は、日常生活から企
業活動まで様々なリスクに対処する制度で、多
くの種類があります。講義では、損害保険の仕
組み、歴史、市場、契約理論、主要な保険等を
説明して、損害保険の広くて深い世界を知っ
ていただきたいと思います。

損害保険論

リスクマネジメント論
博士（商学）
明治大学名誉教授 

森宮　康 先生

組織（企業）の活動は様々な
リスクにさらされており、リスクについての判断
や対応を誤れば組織の存続が危うくなること
があります。組織におけるリスク対応の意味を
経営上の不祥事とされた事例をとおして考察
します。

生命保険論
東京経済大学教授

米山 高生 先生

皆様が生命保険募集で得た
貴重な経験を相対化し、「一皮むける」ような、
経験をしてもらいたいと思っています。内容
は、保険理論の基礎からはじまり、生命保険の
特徴、歴史、規制などに焦点を絞り講義しま
す。予習・復習、グループワークなどを導入し、
頭の筋肉ストレッチが必要な講義となります。

社会保障論
博士（商学）
流通経済大学教授

百瀬　優 先生

社会保障と民間保険は重なり
合う部分があります。それゆえに、社会保障の知
識は、生命保険の営業をするうえでも必要不可
欠と考えられます。講義では、社会保障の全体
像を説明した後に、公的年金、医療保険、子育て
支援の現状と課題、改革の方向性を論じます。

経 済 学
経営経済学博士
早稲田大学教授

藁谷 友紀 先生

経済事象をどう捉えたらよいか、経
済学の歴史に大きな足跡を残した経済学者をとり
あげ、彼らが問題をどう把握しどのように立ち向
かったかを検討しその現代的意味について考える。

生命保険は、誰かが亡くなることに
よって他の誰かが「困難な生を生きる」ことにならないよ
うに備える、「他者への配慮」と考えることができます。こ
の講義ではそのような、自分ではなく他者が生きる困難
な生への対応の仕方に特に注意を払いながら、現代社
会で苦しみがどのように生きられ、苦しみに対してどの
ような配慮がなされているのか、また、どのような配慮が
なされるべきだと論じられているのかを、見ていきます。

保険数理
明治大学 総合数理部教授

松山 直樹 先生

伝統的な保険料や解約返戻
金の計算の基礎を学ぶとともに、それらが環
境変化の中でどのようなチャレンジを受け、ど
のように保険商品の変化に関わってきたかを
見て、将来を展望します。

文芸評論家

尾形 明子 先生

女性作家たち―その生と文学―
なぜ男女平等を言いながら女性作

家をとりあげるのか、疑問の声が聞こえそうです。
今や作家の半分は女性だし、芥川賞の女性比率は
40パーセントを超えています。
文学はあくまで個人の作家のものです。「LGBT」を
含めて、文学は個々の作家の表現と、とらえるべきな
のかもしれません。でも女性作家は面白いのです。特
に女性である私たちにとっては。なにがどう面白いの
か、7回の講義を通して、分かち合いたいと思います。

文 学
博士（人間科学）
白百合女子大学名誉教授

田島 信元 先生

21世紀は企業・地域・家庭の
分野で、人々が生涯現役社会を実現すること
になることを、生涯発達心理学の観点から解
説いたします。

発達心理学

中央学院大学元教授 

八木  孝彦 先生

1回　「バレットジャーナル」に挑戦
2回　心理学から人間をみると？
３回　職場の「人間関係」を調べる
４回　「リーダーシップ」の基本
５回　「聞く技術」がポイント
６回　ビジネスパーソンの「勉強法」
7回　マインドマップで「これからの自分」を描

きます

心 理 学倫理・哲学
文学博士
国際ファッション専門職大学准教授

寺戸  淳子 先生

早稲田大学商学学術院教授

長谷川 惠一 先生

会計とその基本である簿記
についてできるだけわかりやすく説明します。

《講義の計画》
１. 会計情報の記録のしかた
２. 会計情報の作成のしかた
３. 会計情報の利用のしかた

会 計 学

特
別
講
座

【学院長ソリューションゼミナール】
【保険医学　90分×4回】 
　危険選択
【営業倫理とコンプライアンス】

【ＦＰ講座　90分×4回】 
　生保税制等のタックスプランニング
【生命保険文化センター寄附講座】 
　統計・調査からみた生命保険
【生命保険修士会研修プログラム】 
　卒業生の会の生涯学習プログラム

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

石山 卓磨 先生

まず、法・保険契約・保険約款
に関する法的基礎理論を学びます。そして告
知義務についての理論と判例について学びま
す。加えて最近の注目される判例や紛争問題
を学び、保険仲介者としてのゆるぎない自信を
養ってもらいます。

保険契約法

•••



生命保険アンダーライティング学院は学院長からのお誘い
―生命保険営業の最前線でご活躍中の皆さんへ―

　皆さん、毎日の生命保険営業のお仕事、本当に
ご苦労さまです。人は日々様々な予測しえない危険

（リスク）に囲まれて生活していますが、特に生死に
関しては、誰もが避けて通れない厳しい現実の下で
生きています。
　このような現実に対処して、多くの日本人は何らか
の保険に加入してはいるのですが、しかしこの保険の
仕組みや内容についての理解度は、相当に心許ない
状態です。ここに皆さん、すなわち生命保険募集人
の方々に、重要な使命（ミッション）が求められてく
るのです。皆さんは、保険契約の締結から保険金の
支払いにいたるまで、あらゆる局面において、お客様

（契約者）と保険会社との橋渡し役として、極めて
重要な役割を担っています。そしてこの重要性に着目
して存在するのが、当・生命保険アンダーライティン
グ学院なのです。
　当・学院は、元早稲田大学名誉教授、故・末高 
信先生を建学の祖とあおぎ、昭和 49（1974）年４月
に誕生しました。その建学の理念は「高い学識を

備えた誇り高い生命保険募集人」の育成にあります。
生命保険募集人の役割としては、お客様が本当に
必要としている保険商品を選別し、その内容を的確
に説明して、加入の決意を固めさせ、事故発生後は
適正な保険金の支払いを確保することにあります。
しかし、これだけではありません。さらに、リスク発
生のショックに当惑・絶望するお客様に対し、保険金
の支払いを超えて、精神的な支えとなって、全人格的
に対応・お世話するという使命までもが求められてい
ます。この使命を全うするためには、皆さん各自にお
いて高邁な人格・人間性がつちかわれていなければな
りません。まさに、そのために存在するのが当・学院
なのです。
　当・学院では、生命保険論、生命保険契約法、
損害保険論、社会保障論、リスクマネジメント、保険
数理、哲学、文学、経済学、心理学、会計学などの
科目が設置されており、すぐれた教授陣による的確・
明解な講義が、皆さんの知的好奇心を大いに刺激し
ています。
　先輩の皆さん方は、よく頑張り充実した１年間を
すごしたうえで、より高い精神的次元にたって新たな
営業活動に邁進しています。わが国における生命
保険事業の一層の発展のために、先輩・後輩の絆を
深めつつ、各自の深い学識に裏打ちされた強い使命
感・人生感を確立するためにも、ぜひ当・学院への
ご入学をお勧めする次第です。

　生命保険営業最高の専門職としての見識と豊か
な品性を身につけるための教育を目的にしています。

　専門、専門とただ一筋に専門を追いかけておりま
すと、社会人として、また一個の人間としては片寄っ
た人柄になる恐れがあるわけであります。そこでわが
学院においては全人教育に力を注いでおります。
　「経験豊かな著名講師陣」の中に教養科目として
示された諸学科であります。

―「信のこころ」10期生入学式辞より―

末高　信
初代学院長
元早稲田大学名誉教授

（1894年９月４日～
　　　　1989年４月４日）

創設者

SLUとは
本学の卒業生は、生命保険修士の略称である、シニア 
ライフ アンダーライターを授与されます。
英文名Senior Life Underwriterのことです。

第２代学院長

故 山内 正憲
元生命保険協会
副会長
元大樹生命副社長

第３代学院長

故 高島 隆平
元生命保険協会会長
元朝日生命社長

第４代学院長

西原 春夫
元早稲田大学総長

第5代学院長

故 正田 文男
元日本生命副社長

経験豊かな著名講師陣

講座は毎週土曜日90分授業（途中休憩）を３コマ、各科目のコマ数は６コマ+ゼミ１コマの時間割です。
一時限目10：00～11：30　二時限目12：30～14：00　三時限目14：15～15：45　ホームルーム15分程度

専
門
科
目

教
養
科
目

第６代学院長
石山 卓磨

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

博士（商学）
早稲田大学商学部教授

中出　哲 先生

損害保険は、日常生活から企
業活動まで様々なリスクに対処する制度で、多
くの種類があります。講義では、損害保険の仕
組み、歴史、市場、契約理論、主要な保険等を
説明して、損害保険の広くて深い世界を知っ
ていただきたいと思います。

損害保険論

リスクマネジメント論
博士（商学）
明治大学名誉教授 

森宮　康 先生

組織（企業）の活動は様々な
リスクにさらされており、リスクについての判断
や対応を誤れば組織の存続が危うくなること
があります。組織におけるリスク対応の意味を
経営上の不祥事とされた事例をとおして考察
します。

生命保険論
東京経済大学教授

米山 高生 先生

皆様が生命保険募集で得た
貴重な経験を相対化し、「一皮むける」ような、
経験をしてもらいたいと思っています。内容
は、保険理論の基礎からはじまり、生命保険の
特徴、歴史、規制などに焦点を絞り講義しま
す。予習・復習、グループワークなどを導入し、
頭の筋肉ストレッチが必要な講義となります。

社会保障論
博士（商学）
流通経済大学教授

百瀬　優 先生

社会保障と民間保険は重なり
合う部分があります。それゆえに、社会保障の知
識は、生命保険の営業をするうえでも必要不可
欠と考えられます。講義では、社会保障の全体
像を説明した後に、公的年金、医療保険、子育て
支援の現状と課題、改革の方向性を論じます。

経 済 学
経営経済学博士
早稲田大学教授

藁谷 友紀 先生

経済事象をどう捉えたらよいか、経
済学の歴史に大きな足跡を残した経済学者をとり
あげ、彼らが問題をどう把握しどのように立ち向
かったかを検討しその現代的意味について考える。

生命保険は、誰かが亡くなることに
よって他の誰かが「困難な生を生きる」ことにならないよ
うに備える、「他者への配慮」と考えることができます。こ
の講義ではそのような、自分ではなく他者が生きる困難
な生への対応の仕方に特に注意を払いながら、現代社
会で苦しみがどのように生きられ、苦しみに対してどの
ような配慮がなされているのか、また、どのような配慮が
なされるべきだと論じられているのかを、見ていきます。

保険数理
明治大学 総合数理部教授

松山 直樹 先生

伝統的な保険料や解約返戻
金の計算の基礎を学ぶとともに、それらが環
境変化の中でどのようなチャレンジを受け、ど
のように保険商品の変化に関わってきたかを
見て、将来を展望します。

文芸評論家

尾形 明子 先生

女性作家たち―その生と文学―
なぜ男女平等を言いながら女性作

家をとりあげるのか、疑問の声が聞こえそうです。
今や作家の半分は女性だし、芥川賞の女性比率は
40パーセントを超えています。
文学はあくまで個人の作家のものです。「LGBT」を
含めて、文学は個々の作家の表現と、とらえるべきな
のかもしれません。でも女性作家は面白いのです。特
に女性である私たちにとっては。なにがどう面白いの
か、7回の講義を通して、分かち合いたいと思います。

文 学
博士（人間科学）
白百合女子大学名誉教授

田島 信元 先生

21世紀は企業・地域・家庭の
分野で、人々が生涯現役社会を実現すること
になることを、生涯発達心理学の観点から解
説いたします。

発達心理学

中央学院大学元教授 

八木  孝彦 先生

1回　「バレットジャーナル」に挑戦
2回　心理学から人間をみると？
３回　職場の「人間関係」を調べる
４回　「リーダーシップ」の基本
５回　「聞く技術」がポイント
６回　ビジネスパーソンの「勉強法」
7回　マインドマップで「これからの自分」を描

きます

心 理 学倫理・哲学
文学博士
国際ファッション専門職大学准教授

寺戸  淳子 先生

早稲田大学商学学術院教授

長谷川 惠一 先生

会計とその基本である簿記
についてできるだけわかりやすく説明します。

《講義の計画》
１. 会計情報の記録のしかた
２. 会計情報の作成のしかた
３. 会計情報の利用のしかた

会 計 学

特
別
講
座

【学院長ソリューションゼミナール】
【保険医学　90分×4回】 
　危険選択
【営業倫理とコンプライアンス】

【ＦＰ講座　90分×4回】 
　生保税制等のタックスプランニング
【生命保険文化センター寄附講座】 
　統計・調査からみた生命保険
【生命保険修士会研修プログラム】 
　卒業生の会の生涯学習プログラム

法学博士・弁護士・
大原大学院大学学長

石山 卓磨 先生

まず、法・保険契約・保険約款
に関する法的基礎理論を学びます。そして告
知義務についての理論と判例について学びま
す。加えて最近の注目される判例や紛争問題
を学び、保険仲介者としてのゆるぎない自信を
養ってもらいます。

保険契約法

•••



入学ご希望者は下記へご記入の上、当学院事務局へ
ご提出して下さい。

どちらか
お選び下さい。

入学申込書　SLUコース

〒100－0005　東京都千代田区丸の内3－4－１
新国際ビル3Ｆ 一般社団法人 生命保険協会内331

生命保険アンダーライティング学院 事務局 宛
TEL：03－3287－1912　FAX：03－3287－1913

E-mail： alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp
URL: http://alu.sub.jp

フリガナ ご年齢
満

歳

オンライン課程

提出日：西暦　　　　　年　　　月　　　日

〒　　　　-

ご氏名

ご住所

携帯電話

生保営業歴 月年

期

メール
アドレス

－ －

携
帯

Ｐ
Ｃ

通 学 課 程

所属会社名
（代理店名）

営業部
支部

営業所
オフイス等

ご推薦者名
または

ご紹介者名

コピー対応可

修学期間

応募手順

受 講 料

2022年9月入学～2023年8月卒業　
毎週土曜日（10：00～16：00）ホームルーム有り

入学資格
①生命保険募集人の経験を3年以上有する者。
②生命保険大学課程試験に合格した者。
③生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会の推薦

する者。

当学院へメール、FAX、または各社教育部経由で提出
下さい。「入学申込書」はHPをご参照下さい。
面接のご案内をします。Wｅｂでの面接も土曜日に実
施を予定しています。

オンライン課程を選択の場合、機材一式と通信費
は受講者の負担となります。

通 学 課 程： 前期 120,000円
 後期 120,000円
オンライン課程： 前期 100,000円
 後期 100,000円

そ の 他

問い合わせ先

TEL：03－3287－1912（13：００～16：００）
FAX：03－3287－1913　　
E-mail：alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp

生命保険アンダーライティング学院

URL: http://alu.sub.jp

The Academy of Life Underwriting

入学案内

SLU（生命保険修士）コース

通学課程・オンライン課程

（ハイブリット方式採用）

2022年 第48期生

協 賛
一般社団法人生命保険協会、公益社団法人生命保険
ファイナンシャルアドバイザー協会（JAIFA）、TLC

（生保協会認定FP）会、一般社団法人MDRT日本会、
生命保険修士会

アクセスガイド

　  生命保険アンダーライティング学院
〒100－0005
東京都千代田区丸ノ内3－4－1  新国際ビル3階
一般社団法人 生命保険協会内331号室
ＴＥＬ 03－3287－1912
ＦＡＸ 03－3287－1913
URL: http://alu.sub.jp
E-mail: alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp

入学手続き、授業の体験聴講希望
学院の説明等のお問い合わせは

メールまたはお電話で

東京国際フォーラム

新国際ビル

新日石ビル

ビックカメラ
よみうりホール
　　　　（7F）

新有楽町ビル

ニッポン
放送 帝国劇場 国際ビル

東京會舘

富士ビル

新東京ビル

有楽町駅

●JR線をご利用の場合は、
　有楽町駅・国際フォーラム口より徒歩2分
●東京メトロ有楽町線をご利用の場合は、
　駅出口 D3より徒歩2分

国際フォーラム口から見た新国際ビル

新国際ビル

入学式：2022年9月上旬を予定
卒業式：2023年8月上旬を予定

入学までのながれ
入学には学院長による面接があります。

生命保険アンダーライティング学院

学院創設の概要 生涯学究の徒
　昭和49年４月東京外務員協会（現　公益社団
法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協
会東京協会）の有志が、日本橋にあった全外協
の４階事務所の会議室を教室として受講生28名
で開校したことが始まりです。学院設立当時の
生命保険の販売状況を憂い、健全な発展のため
には、販売の要である営業職員の全人格形成の
為の学校が必要であると痛感した東京協会有志
の思いから生まれたのです。初代学院長には東
京外務員協会の有志の断っての懇請により末高
信博士をお迎えしています。
　アンダーライティング学院初代学院長の末高先
生は、ペンシルベニア大学の主任教授だった
ソロモンSヒュブナー博士から教えを受けその
付託の下、日本に生命保険アンダーライティング
学院を創設されたのです。

＊ソロモンＳヒュブナー博士は「アメリカンカレッ
ジオブ　アンダーライター」を設立し、それに
よって生命保険販売員の地位をプロフェッサー
（専門職）にまで引き上げ医師、弁護士、公認会
計士と同列の職業として築いた教授です。

　保険教育の父とも言われ、「人間生命価値」の
概念を考案され、それが保険の価値と必要性を
計算する標準となりました。

　根本的な哲理として「保険は即ち教育なり」
「売ることは教えることである」と名言されてい
ます。

生命保険修士会は、生命保険アンダーライティ
ング学院を卒業し、生命保険修士の称号を与え
られた卒業生たちの組織です。
１．専門知識に加え、心豊かな人間形成を目指
して、様々なかたちで研修会を定期的に
行っています。

２．各社や代理店の垣根を越えた交流をもっ
て、会員相互の親睦を図っています。

３．修士会活動を通じて、生命保険の普及とお客
様の安寧を求めて日々研鑽に励んでいます。

４．生涯学究の徒を体現すべく、業界勇退後も
活動に参加できる唯一の団体です。

年間行事
・総会
・互礼会
・一泊研修
・公開講座（一般参加可）
・一般研修（各種専門分野、教養分野）
・研修旅行

生命保険修士会



入学ご希望者は下記へご記入の上、当学院事務局へ
ご提出して下さい。

どちらか
お選び下さい。

入学申込書　SLUコース

〒100－0005　東京都千代田区丸の内3－4－１
新国際ビル3Ｆ 一般社団法人 生命保険協会内331

生命保険アンダーライティング学院 事務局 宛
TEL：03－3287－1912　FAX：03－3287－1913

E-mail： alu-slu@jupiter.ocn.ne.jp
URL: http://alu.sub.jp
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